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一
人
ひ
と
り
が
心
豊
か
に

生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を

送
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す

市
民
に
よ
る
、
市
民
の
た
め
の

自
主
企
画
講
座

〜
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座
開
講
〜

市
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ

ン
ク
登
録
者
の
活
動
推
進
の
一
環

と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な

さ
ん
が
、
自
主
的
な
運
営
の
も
と

に
国
分
寺
・
石
橋
の
両
公
民
館

で
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
設
し
ま

し
た
。

若
い
人
も
、
お
年
寄
り
も
、
講

師
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
、
生

徒
さ
ん
も
、
和
や
か
に
、
一
生
懸

命
に
講
座
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

後
期
講
座
も
9
月
か
ら
開
催
し
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

詳
し
く
は
、「
公
民
館
か
ら
こ

ん
に
ち
は
」（
4
月
各
戸
配
布
済

み
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課

1
（
52
）
1
1
1
9

下
野
市
自
治
医
科
大
学
連
携
事
業

「
自
治
医
科
大
学
公
開
講
座
」

今
年
度
よ
り
市
と
自
治
医
科
大

学
と
の
連
携
事
業
と
し
て
、
市
民

向
け
公
開
講
座
を
共
同
開
催
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

日
程
、
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

●
開
催
場
所

自
治
医
科
大
学
大
講
堂

●
日
時
と
内
容

【
第
1
回：

7
月
21
日
（
土
）】

○
午
後
1
時
30
分
〜

・
テ
ー
マ
「
先
天
性
心
疾
患
は
子

ど
も
の
病
気
？
〜
誰
が
見
る
・

診
る
？
〜
」

・
講
　
師
　
と
ち
ぎ
子
ど
も
医
療

セ
ン
タ
ー
教
授
　
河
田

政
明
氏

○
午
後
3
時
〜

・
テ
ー
マ
「
腸
の
病
気
の
検
査
と

治
療
」

・
講
　
師
　
フ
ジ
ノ
ン
国
際
光
学

医
療
講
座
教
授

山
本
　
博
徳
氏

【
第
2
回：

7
月
28
日
（
土
）】

○
午
後
1
時
30
分
〜

・
テ
ー
マ
「
緩
和
医
療
の
進
歩
を

活
か
し
た
暮
ら
し
と
看
護
師
の

役
割
」

・
講
　
師
　
看
護
学
部
准
教
授

水
野
　
照
美
氏

○
午
後
3
時
〜

・
テ
ー
マ
「
画
像
診
断
学
の
最
前
線
」

・
講
　
師
　
放
射
線
医
学
講
座
教
授

杉
本
　
英
治
氏

【
第
3
回：

8
月
4
日
（
土
）】

○
午
後
1
時
30
分
〜

・
テ
ー
マ
「
消
化
器
癌
（
が
ん
）

治
療
の
最
近
の
動
向
」

・
講
　
師
　
消
化
器
・
一
般
外
科

学
部
門
教
授
安
田
　
是
和
氏

○
午
後
3
時
〜

・
テ
ー
マ
「
が
ん
薬
物
療
法
の
現

状
〜
分
子
標
的
薬
を
中
心
に
〜
」

・
講
　
師
　
臨
床
腫
瘍
部
准
教
授

藤
井
　
博
文
氏

●
受
講
定
員

各
回
3
0
0
名

●
申
し
込
み
期
限

7
月
19
日
（
木
）

※

た
だ
し
、
定
員
に
達
し
た
場

合
は
、
早
期
に
締
め
切
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

自
治
医
科
大
学
学
事
課
総
務
係

1
（
58
）
7
0
4
4

生
涯
学
習
課

1
（
52
）
1
1
1
9

◎
お
詫
び
と
訂
正

6
月
15
日
発
行
「
生
涯
学
習
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
の
P
29
に
記
載
さ
れ
て

お
り
ま
す
「
ホ
タ
ル
・
カ
ワ
セ
ミ
の

会
」
の
連
絡
先
（
電
話
番
号
）
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
い
電
話
番

号
は
（
44
）
1
4
6
1
で
す
。
関
係

者
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
い
た
し
ま
し
た
。
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

事務局　教育委員会生涯学習課 152-1119 552-2624

＜市民会議が目指すもの＞
前回から子どもの言い分を掲載しましたが“大人が変われば子どもも変わ

る”と言うことが少し分かっていただけたでしょうか。子どもたちの言い分
は今の大人たちに不満だけをもったものではなく、大人たちに問い掛けてい
るのです。
夕飯の支度や幼子の世話で手が離せず、うっかり返事をしなかったり“子

どものくせに”としかっていませんか？これからは学校、家庭、地域の連
携・協力のもと、子どもたちの身近な疑問に真剣に答えていきましょう。ま
た、朝の挨拶運動は学校だけのものではありません。われわれ大人から子ど
もたちに進んで挨拶をしましょう。子どもたちは大人の様子をいつも見てい
ます。 下野市青少年育成市民会議会長　倉井徳勇

下野市青少年育成市民会議だより

宇都宮市青少年育成市民会議が子どもから集めた「子どもの言い分」です。
前回分に引き続き掲載します。
◎大人は、私たちを子どもというけれど、あなたは、いつ大人になったのか？
私たちに教えてください。そして子どもはいつおわるのですか？
◎あなた達、大人が子どもの一人一人の見本でしょ！
◎大人はみんな挨拶をしろというけれど、挨拶をしても返事がない大人が多い。
まだまだ子どもの素直な意見がでてきます、変わるのはどちらから？
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石
橋
図
書
館
催
し
物
の
ご
案
内

●
お
は
な
し
会
　

7
月
21
日
（
第
3
土
曜
日
）

絵
　
本

「
か
い
じ
ゅ
う
た
ち
の

い
る
と
こ
ろ
」

「
ち
い
さ
な
ヒ
ッ
ポ
」

8
月
4
日
（
第
1
土
曜
日
）

絵
　
本

「
お
ば
け
の
バ
ー
バ
パ
パ
」

「
う
ん
が
に
お
ち
た
う
し
」

※
終
了
後
、
七
夕
の
飾
り
付
け
を

し
ま
す
。

時
　
間

午
後
2
時
〜

場
　
所

お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
読
書
会

7
月
11
日
（
第
2
水
曜
日
）

稲
泉
連
著
『
ぼ
く
も
い
く
さ
に

征
く
の
だ
け
れ
ど
』
を
読
ん
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

時
　
間

午
前
10
時
〜
正
午

場
　
所

2
階
研
修
室

●
親
子
ふ
れ
あ
い
映
画
会

7
月
21
日
（
第
3
土
曜
日
）

時
　
間

午
後
3
時
〜

場
　
所

2
階
視
聴
覚
室

●
児
童
作
品
展

7
月
3
日
（
火
）
〜
29
日
（
日
）

祇
園
小
学
校
、
細
谷
小
学
校
、

国
分
寺
小
学
校
の
児
童
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

場
　
所

1
階
展
示
コ
ー
ナ
ー

国
分
寺
図
書
館
催
し
物
の
ご
案
内

●
お
は
な
し
会
　

7
月
14
日
（
第
2
土
曜
日
）

大
型
絵
本

「
ダ
ン
ゴ
ム
シ
み
つ
け
た
よ
」

絵
　
本

「
ど
う
な
が
の
プ
レ
ッ
ツ
ェ
ル
」

「
オ
ー
・
ス
ッ
パ
」

時
　
間

午
後
2
時
〜

場
　
所

1
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
読
書
会

7
月
21
日
（
第
3
土
曜
日
）

三
浦
し
を
ん
著
『
風
が
強
く
吹

い
て
い
る
』
を
読
ん
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

時
　
間

午
前
10
時
〜

場
　
所

2
階
視
聴
覚
室

南
河
内
図
書
館
催
し
物
の
ご
案
内

●
紙
し
ば
い
＆
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

7
月
21
日
（
第
4
土
曜
日
）

①
午
後
2
時
〜
（
幼
児
向
け
）

紙
芝
居

「
か
み
な
り
さ
ま
と
く
わ
の
き
」

絵
　
本

「
10
ぴ
き
お
ば
け
の

か
い
す
い
よ
く
」

②
午
後
3
時
〜（
低
学
年
児
童
向
け
）

紙
芝
居

「
お
に
に
さ
ら
わ
れ
た
あ
ね
こ
」

絵
　
本

「
お
お
か
み
と
キ
ャ
ベ
ツ
ば
た
け
」

場
　
所

1
階
お
話
コ
ー
ナ
ー

●
読
書
会

7
月
14
日
（
第
2
土
曜
日
）

田
辺
真
知
子
著
『
台
所
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
結
婚
』
を
読
ん
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

時
　
間

午
前
10
時
〜
正
午

場
　
所

2
階
会
議
室

●
夏
の
お
楽
し
み
会

「
パ
ネ
ル
＆
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
」

7
月
14
日
（
土
）

時
　
間

午
後
2
時
〜
3
時

場
　
所

2
階
視
聴
覚
室

題
　
目
　

・
み
ん
な
の
広
場

・
お
店
屋
さ
ん
シ
リ
ー
ズ

「
や
お
や
」
さ
ん

・
「
ね
ず
み
の
嫁
入
り
」

・
「
お
り
姫
と
ひ
こ
星
」

●
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

参
加
者
募
集

発
音
・
発
声
の
基
礎
、
文
章
の

意
味
・
内
容
を
聞
き
手
に
正
確
に

伝
え
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。

講
座
終
了
後
は
、
読
み
語
り
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
　
時
　

7
月
20
日
（
金
）
・
27
日
（
金
）、

8
月
3
日
（
金
）
・
10
日
（
金
）
・

17
日
（
金
）
の
5
日
間
。
時
間
は

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
　
所

南
河
内
図
書
館
2
階
会
議
室

▼
講
　
師

宇
佐
美
　
玲
子
先
生

▼
定
　
員
　

20
名
（
市
内
在
住
・
在
勤
者
）

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
受
　
付

7
月
7
日
（
土
）
か
ら
14
日

（
土
）
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
窓
口

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

南
河
内
図
書
館

1
（
48
）
2
3
9
5

●
絵
本
作
り
教
室
の
お
知
ら
せ

自
分
で
創
っ
た
お
話
を
も
と
に
、

文
章
・
絵
を
書
い
て
、
世
界
で
一

冊
の
自
分
だ
け
の
絵
本
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
　
時
　

7
月
25
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
頃
（
出
来
次
第
解
散
と

な
り
ま
す
）

▼
場
　
所

南
河
内
図
書
館
2
階
会
議
室

▼
定
　
員

20
名（
小
学
校
3
年
生
〜
中
学
生
）

▼
用
意
す
る
も
の

参
加
費
200
円
（
材
料
費
代
）、

筆
記
用
具
、
油
性
黒
マ
ジ
ッ
ク
、

の
り
、
18
セ
ン
チ
以
上
の
定
規
、

色
え
ん
ぴ
つ
、
ク
リ
ッ
プ
大
（
厚

さ
1
㎝
以
上
の
も
の
を
し
っ
か
り

と
は
さ
め
る
も
の
）、
お
弁
当

▼
受
　
付

7
月
3
日
（
火
）
か
ら
21
日

（
土
）
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
窓
口

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

南
河
内
図
書
館

1
（
48
）
2
3
9
5

図
書
館

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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＜一般書＞
ランナー …………………………………あさのあつこ
ゼフィルスの卵 ………………………………池田清彦
廃帝綺譚 ……………………………………宇月原晴明
二十世紀 …………………………………………海野弘
夜明けの街で …………………………………東野圭吾
「見る」とはどういうことか ………………藤田一郎
湖の南 ………………………………………富岡多惠子
逆立ち日本論………………………養老孟司／内田樹
＜児童書＞
うみのポストくん ……………………………山下明生
第二回どうぶつ句会 …………………………あべ弘士
ディック・ウィッティントンとねこ…マーシャ・ブラウン
とんかちくんとのこぎりくん …………中川ひろたか
ローバー …………………………マイケル・ローゼン

※図書館のホームページから蔵書を検索することができます。
アドレス http//www.library.kokubunji.tochigi.jp/

国分寺図書館 新着図書のご案内（一部）

＜一般書＞

消費社会から格差社会へ………三浦展／上野千鶴子
神田川デイズ …………………………………豊島ミホ
親子のハッピーコミュニケーション ………汐見稔幸
電車屋赤城 ……………………………………山田深夜
擬態　カムフラージュ ………ジョー・ホールドマン
＜児童書＞

せかいでいちばんママがすき ……あいはらひろゆき
くもさんとあそぼう …………………みはらひろみつ
ハクトウワシ　空の王者 ………ゴードン・モリソン
夕日は一つだけれど ………………………戸田たえ子
パンダのシズカくん………………ジョン・J.ミュース

南河内図書館 新着図書のご案内（一部）
＜一般書＞
今日から暦暮らし毎日季節を感じたい…平野恵理子
地球を殺そうとしている私たち …ティム・フラナリー
野菜をおいしくアイデア漬けもの …ホークスみよし
小袖日記 ……………………………………柴田よしき
秘花 …………………………………………瀬戸内寂聴
えほんの丘スケッチブック …………いわむらかずお
ABCDJ とびきりの友情について語ろう…ボブ・グリーン
＜児童書＞
ふたり★おなじ星のうえで ………………谷川俊太郎
おいしいハンバーガーのこわい話 …エリック・シュローサー
天使のすむ町 ………………アンジェラ・ジョンソン
ポケットからなにがでる？ ……………………和田誠
てをみてごらん……………………中村牧江／林健造
たまごのはなし…ダイアナ・アストン／シルビア・ロング
つばさをもらったライオン ……クリス・コノヴァー

石橋図書館 新着図書のご案内（一部）

●時　間 午前10時～正午　　
●場　所 国分寺図書館　2階視聴覚室
●参加料 無料です
●定　員 30名程度

※受講者は事前に申し込みは必要です。
※定員になり次第締め切らせていただき
ます。

文学講座のご案内
『万葉集』両毛の歌

講師：小林吉一（國学院大学栃木短期大学教授）

南河内東公民館講座のご案内
『自分と家族の健康学』～メタボリックシンドローム対策講座～
最近話題になっているメタボリックシンドローム。正しく学び、自分と家族を生活習慣病から守りまし

ょう。
10月16日の回は、「おもいっきりテレビ」でおなじみの栄養学博士、落合敏先生（下野市出身）の公開講

演会となります。
☆講話コース メタボリックシンドローム対策について、生活や食事・運動など主にお話を聞いて学びます。
●日　時 9月4日、10月2日・16日、11月6日（火曜日全4回） 午前10時～11時30分（回により若干異なります）
☆お料理コース
●日　時 9月21日、10月19日、11月16日、12月7日（金曜日全４回） 午前10時～午後1時
●定　員 16名　　 ●費　用 材料費等実費　　　●申し込み期限 両コースとも8月3日（金）

『作品絵本を作りましょう』
家族の記録、旅の記録、お子さんの絵や落書き、成長記録など、「絵本」のように仕立ててみませんか。

保管・収納性も抜群です。
●日　時 10月25日、11月8日・15日・22日・29日（木曜日全5回） 午前10時～正午
●定　員 20名　　 ●費　用 材料費として800円程度　　　●申し込み期限 9月14日（金）

南河内東公民館　148-5511申し込み
問い合わせ先

電話か直接国分寺図書館へ
140-3399

申し込み
問い合わせ先

南河内東公民館講座のご案内

回
1
2
3

内　　容
東歌の世界
防人歌の世界
下野万葉の旅

実　施　日
8月 3日（金）
8月10日（金）
8月17日（金）




